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明治⼤学

資料を永年

や⼤型コレ

たとえば

読本・草双

「日本近代

すでに特

ています。

こうした

今回は、

江⼾の庶

『泉鏡花集

はじめ、珠

しばし、

くだされば

    

    

学図書館

年にわたり

レクション

ば、古地図

双紙類から

代文学文

特⾊あるコ

。 

た新収資

、２０１

庶⺠に親し

集』などの

珠⽟の資料

、紙の本が

ば幸いに存

   

   

「新

館では、独

り収集し

ンなど特別

図の⼀⼤

ら成る「江

文庫」やそ

コレクシ

資料は、ギ

３年度に

しまれた

の諸作品

料の数々を

が醸し出

存じます

    

    

新収貴

独⾃の収書

てまいり

別な資料

コレクシ

江戸文藝

その他の稀

ョンを形

ギャラリー

に収蔵され

⼭東京伝

、地図成

を初公開

す世界に

。 

    

    

貴重書

0 

書基本⽅針

りました。

料もみられ

ションであ

藝文庫」、近

稀覯書をあ

形成した分

ーで展⽰し

れた資料か

伝『先開梅

成⽴史研究

開いたしま

にふれ、質

    

    

書展」の

針に基づい

それらの

れます。

ある「蘆田
あ し だ

近代⽇本⽂

あげること

分野は、更

して⼀般に

から、下記

梅⾚本』や

究上に有⽤

ます。 

質の⾼い⽂

    

    

の開催

いて、教育

の中には、

田
だ

文庫」、近

⽂学の初

とができま

更なる充実

に公開して

記のとおり

や諸本、近

⽤な「蘆⽥

⽂化の薫り

  明治

   

催にあ

育・研究

、学術上貴

近世⽂学

初版本など

ます。 

実・発展が

てまいり

り紹介し

近代⽂学史

⽥⽂庫」新

りの⼀端を

治⼤学図

 

あたり

に有意義

貴重な図

学の洒落本

どから成る

が期待さ

ました。

ます。 

史で重要

新収蔵本

をお楽し

書館 

 

義な 

図書

本・

る 

され

 

要な

本を   

しみ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1999 年、本

江戸時代後期

初版本（文化

その関連資料

拡充の柱の一

関係の原本を

図書館では、

馬琴などの作

江 
学文学部教授

期の読本・合

化元年）など

料を収集範囲

一つが、元埼

を多数収集し

、役者評判記

作品その他を

戸文藝

№1 先 開
まづひら

◆寛政 5(17

りの通俗的な

正⽉は新作の

た罪に問われ

 

№2 ⽜店
う し や

◆仮名垣魯
か な が き ろ

⽂
ぶ

のルポルター

として認め

チして、⽂明

は、⼗返舎⼀
じっぺんしゃ

の⽥舎者
い な か も の

と

作である。 

 

№3 綴合
とじあ

◆⾼橋お伝

東京で暮らす

を殺害した。

で斬⾸刑に処

をねらって、

授、故水野稔

合巻・人情本

どがよく知ら

囲に定め、図

埼玉大学教授

していること

記・番付・せ

をまとめた草

藝文庫 

開
らく

梅
むめの

⾚本
あかぼん

796)年に京
きょう

な読み物をい

の⻩表紙で始

れ⼿
て

鎖
じょう

50 ⽇

店
や
雑談安
ぞ う だ ん あ

愚
ぐ

楽

⽂
ぶん

（1829〜

ージュ『安政

られた。『安
あ

明開化の⾵俗

⼀九
ゃいっく

の『東海
とうか

して港で失敗

合於伝仮名書
わせおでんのかなふ

（1851―18

すが、明治 9

。希代の毒婦

処された。本

、処刑の翌⽉

稔氏旧蔵書の

本・洒落本・

られている。

図書館で毎年

授、故大久保

とで著名であ

せりふ本など

草双紙類、狂

1 

 

/ ⼭東京

伝
うでん

が書き、蔦
つ

いう。⻩表紙

始まった。京伝

⽇の刑をうけ

楽
ら

鍋
なべ

 : ⼀名

1894）は戯
げ さ

政⾒聞誌』（1

安愚
ぐ

楽
ら

鍋
なべ

』（18

俗を⽣き⽣きと

海
かい

道 中
どうちゅう

膝栗⽑
ひ ざ く り

敗する滑稽話

書
ふみ

 / 篠⽥

79）は、郷⾥

9（1876）年

婦とか妖婦
よ う ふ

と

本書は、その評

⽉に『⾼橋阿
たかはしおで

の一括購入を

・黄表紙・滑

以後、これ

年予算を計上

保忠国氏旧蔵

ある。 

どの演劇関係

狂言絵本類な

京伝著述 ; 

蔦⾕
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

が

は、お正⽉の

伝の作品は世

けたこともあっ

名奴論建 /

戯作者
さ く し ゃ

、新聞記

1855）、『滑稽
こっけ

871〜1872

と描写した作

⽑
げ
』をまねた

話が評判をよん

仙果綴 ; 楊

⾥で結婚後、

年 8 ⽉借⾦苦

かいわれ、2

評判をあてに

阿伝夜刃譚
でんやしゃものがたり

』

を契機に創設

滑稽本などか

れらの旧蔵書

上してコレク

蔵「抱
ほう

谷
こく

文庫

係資料、式亭

などジャンル

上・中・下

が出版した⻩
き び

の縁起物のひ

世にもてはや

った。 

/ 仮名垣魯

記者。江⼾京

稽
けい

富⼠詣
ふ じ も う で

』（1

）は ⽜
ぎゅう

鍋
なべ

を

作品。『⻄洋道

た作品で、弥

んだ。⼆つの

楊洲周延画

病気の夫とと

苦から逃れよ

2 年余にわた

に出版された

を書いた。 

設された。 

からなり、山

書を核として

クションの拡

庫」で、江戸

亭三馬・山東

ルごとに収集

下 ３冊 
⻩表紙

び ょ う し
。⻩表紙

ひとつとされ、

やされたが、⾵

魯⽂著 五

京橋に⽣まれ

1860）などの

を楽しむ庶⺠の

道中膝栗⽑』（

弥次さん喜多さ

の作品は、と

画  
ともに出 奔

しゅっぽん
。

うと、⾦⽬当

る裁判の後、

たもの。仮名垣
か な が

山東京伝『優
う

て、江戸後期

拡充を図って

戸時代の文芸

東京伝・山東

集を継続して

紙は、挿絵
さ し え

⼊

、江⼾っ⼦の

⾵俗をみだし

冊 
る。安政⼤地

の作品で戯作

の⽣態をスケ

1870〜1876

さんの孫が世

もに魯⽂の代

。夫の死後、

当てで古着商

市⾕の監獄

垣魯
き ろ

⽂
ぶん

も評判

優曇華
ど ん げ

物語』

の小説類や

いる。 

および演劇

京山・曲亭

いる。 

⼊

の

し

地震

作者

ケッ

6）

世界

代表

商

獄

判



 

 

 

元予科長、小

日本文学の授

1991 年、元

コレクショ

近年では、文

また、本学関

日 
小林秀穂教授

授業で、薫

元図書館長、故

ンは、明治か

文学史上重要

関係者の作品

本近代

 

 

№4 格
ぐ

蘭
らん

◆グラント将

た。その途中

者で知⽇派で

し、3 か⽉余

芝の増上寺境

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№5 泉鏡

◆泉鏡花は、

（1899 年）

⼤正期になる

の迫害に耐え

声が⾼くなっ

増上寺

授の寄贈書

り高い文学書

故佐藤正彰文

から昭和戦前

要な作家につ

品やその人と

代文学文

蘭
んど

⽒伝
し で ん

倭
やまと

⽂
ぶ

将軍は⽶国⼤

中、明治 12

でもあったた

余り国内を視

境内には、グ

鏡花集 / 泉

、明治 6（187

、『⾼野
こ う や

聖
ひじり

』

ると『夜叉
や し ゃ

ヶ

える⼥の哀れ

っている。

寺境内の「グ

（文学、哲学

書初版本に触

文学部教授の

前期までの文

ついては、戦

となりを伝え

文庫 

2 

⽂
ぶん

賞
しょう

3 編
⼤統領を退任

（1879)年に

ため、各地で

視察した。本書

グラント将軍

泉鏡花著 

73）年⽯川県

』（1900 年）

ヶ池』（1913

れさを幻想的

グラント松」 

学書 100 冊）

触れさせたい

の旧蔵書を受

文学書初版本

戦後の作品で

える自筆もの

/ 仮名垣魯
任後、明治 10

に⽇本を旅した

で熱烈な歓迎を

書は、仮名垣魯
か な か き

軍が記念植樹し

⾦沢⽣まれ。

等を発表し、

3 年）、『天守

的に描いた。今

をもとに、

いという考え

受け入れるに

本を中心とし

であってもコ

の（署名本、

魯⽂和解 ;
0（1877）年

た。初めて訪

を受けた。明

魯
ろ
⽂
ぶん

が書いた

した「グラン

17 歳で上京

、師の紅葉を

守物語』（191

今⽇では、演

1947 年「小

えに基づいた

にあたり、今

している。 

コレクション

草稿、書幅

; 鮮齋永濯
年から 2 年間

訪⽇したアメ

明治天皇はじめ

た伝記まがいの

ント松」が今

京、尾崎紅葉
こうよう

に

をしのぐ⼈気作

17 年）などの

演劇公演が⾏わ

小林文庫」と

たと伝えられ

今の文庫名に

ンに加えてい

幅等）も収集

濯画 九冊
、世界旅⾏に

リカ⼤統領経

め要⼈とも会

の作品である

も⽣い茂る。

に⼊⾨。『湯島
ゆしまも

作家となった

の戯曲で、世

われ、再評価

として設置。

れる。 

に改称した。

いる。 

集している。

に出

経験

会⾒

る。

 

島詣
うで

』

た。

世間

価の



 

 

 

 

 

 

№6 第⼆
◆花袋は、明

尾崎紅葉に師

年に⽇露戦争

描き、本書は

さらに 190

№7 ⻘い
◆⽥中冬⼆は

や旅を題材に

しい感覚で表

詩を作り続け

№8 思弁
◆⼭之⼝は、

としながら詩

感じさせる詩

「家はもたぬ

（中略）その

で深味のある

⼈はゐないか

「『思弁の苑

その『思弁の

こえをはりあ

№9 孤寒
◆『孤寒』は

⼩句集七冊の

14 年 1 ⽉⼭

構成。昭和

「銃後」の

われみづか

は⾃分が⽣

ったのはこの

⼆軍従征⽇記
明治 4（187

師事し、後に

争が勃発する

は記録⽂学の

9 年の『⽥舎

い夜道 : 詩
は、明治 27

に詩作した。

表現した叙情

けた。吉⾏淳

弁の苑 : 詩
、明治 36（

詩作に励んで

詩を発表した

ぬが正直で愛

の男の詩は枝

るものと思ふ

か」（『思弁の

苑』というの

の苑』を出し

あげて ぼく

寒 / 種⽥⼭
は、昭和 7（

のうち、六番

⼭頭⽕ 57 歳の

12 年 7 ⽉

冒頭に、「天

らの／まこと

きる意味を⾒

の時期とされ

3 

記 / ⽥⼭花
71）年、今の

に国⽊⽥
く に き だ

独歩
ど っ ぽ

、

ると、第⼆軍

の傑作といわれ

舎教師』など

詩集 / ⽥中
（1894）年

「⻘い夜道」

情詩集。冬⼆

淳之介は、彼

詩集 / ⼭之
1903）年⽣

で、佐藤春夫

た。 

愛するに⾜る

枝に鳴る⾵⾒

ふ。誰か⼥房

の苑』（1938

が ぼくのは

したとき ⼥

くは泣いたの

⼭頭⽕著 
（1932)年から

番⽬の句集。

の出版。「銃後

に蘆溝橋事件

天われを殺さず

となる詩を」

⾒出している

れる。翌昭和

花袋著 
の群⾺県館林市

柳⽥國男、島

軍の写真班とし

れた。明治 4

どにより⾃然主

中冬⼆著 
年⽣まれ、本名

（1929 年）

⼆は、多作では

彼を「⻘い夜道

之⼝貘著 
⽣、沖縄県出⾝

夫、⾦⼦光晴ら

る⻘年だ。⾦

⾒みたいに⾃然

房になってやる

8 年）巻頭 佐

はじめての詩

⼥房の前もかま

のだ」（『 鮪
まぐろ

に

ら昭和 15（1

昭和 12 年春

後」25 句、

件があり、当

ずして／詩を

が置かれ、

る。⾏ 乞
ぎょうこつ

⾏脚
あんぎ

和 15 年 10 ⽉

市に⽣れる。

島崎藤村らと

して従軍記者

40（1907）年

主義派の代表

名は吉之助。

は、⼭国や北

はないが、⽇

道の詩⼈」と

⾝、昭和時代

らの詩⼈と交

にはならぬら

然だ、しみじ

る奴はゐない

佐藤春夫の序

詩集なのだ 

まわずに 

に 鰯
いわし

』（1964

1940)年まで

春から翌年夏

「草庵消息」5

当時は、⽇中戦

を作らしむ／

「まことなる

脚
ゃ
の⼈⽣でつ

⽉ 11 ⽇暁に死

明治 29（1

と交流した。明

者をつとめ、戦

年、代表作『

表的作家とな

銀⾏勤務のか

北国の⾃然、

⽇本の⾃然や⽣

と評したとい

代の詩⼈。各種

交流して、⾵刺

らしいが詩も

じみと⽣活の季

いか。誰か詩集

序詩より） 

4 年）より）

でに経本仕⽴

夏までの句が収

56 句、「旅⼼

戦争へ⾄る暗

／われ⽣きて／

る詩」を作るこ

つねに死を意識

死す。 

1896）年頃よ

明治 37（1904

戦況をリアル

蒲団
ふ と ん

』を発表

った。 

かたわら、郷

⽇常⽣活を初

⽣活に根ざし

う。 

種の職業を転

刺とユーモア

もつくってゐ

季節を⽰し単

集を出してや

 

てで刊⾏され

収められ、昭

⼼」36 句の三

暗い時代だっ

／詩を作らむ

ことに、⼭頭

識し、死期を

より

4）

ルに

表。

郷愁

初々

した

転々

アを

る。

単純    

やる

れた

昭和

三部

た。

む／

頭⽕

を悟



 

 

 

 

 

 

№10 ⽼
◆かの⼦は、

受け、与謝野
よ さ

⽣岡本⼀平と

康成の推薦で

ある⽇、何か

構成した。本

代表作『⽼妓

表装。⻑男の

№11 詩

◆福島県いわ

れた。昭和

詩句に頻出す

じっさいに富

て『富⼠⼭』

№12 ⼗
しい

◆何⽟鳳は幸

武術の達⼈の

⽇本⼑を武器

泰淳は、明治

運動に加わ

告発する⼒作

の『冨⼠』

№13 流
りゅ

◆安岡は、⼤

の⼟佐藩⼠に

を刺殺し、脱

本書は⽇記や

の曲折に光を

者となった。

妓抄・川
、明治 22（

野
の

鉄
てっ

幹
かん

と晶⼦
あ き こ

と結婚。芥川

で『⽂学界』

かに憑
つ

かれた

本書は、かの

妓抄』を和本

の太郎は、「

詩集富⼠⼭

わき市出⾝で

15（1940）

する。同年、南

富⼠⼭を⾒て

』として刊⾏

⼗三
いさん

妹
めい

 / 武
幸せな家庭に

のもとでクン

器に悪⼈ども

治 45（1912

り、三度逮捕

作や優れた評

（1969〜71 年

流離譚
うりたん

 / 安
⼤正 9（192

にたどり着く

脱藩。天誅組

や書簡を⼿掛

を当てた⻑篇

。 

4 

/ 岡本かの
1889）年東

⼦
こ
の新詩社に

川⿓之介をモ

』に発表、⽂

たような情熱

の⼦の⽂学的

本に仕⽴て⼀

芸術は爆発だ

/ 草野⼼平

で、 蛙
かえる

をテー

年から富⼠

南京にわたり

て詩作したわ

⾏した。昭和

武⽥泰淳著
に育ったが、

ンフーの修⾏

もを斬りまく

2）年、東京

捕後に転向。

評論を書いた

年）は、戦後

安岡章太郎著
20）年⾼知市

く。その⼀⼈

組に⼊り京に

掛かりに、実

篇歴史⼩説で

の⼦著 
東京⽣まれ。次

加わり浪漫
ろうまん

派

デルにした⼩

⽂壇デビュー

熱で『川』の冒

原点といわれ

⼀つの帙
ちつ

に収め

だ」の名⾔を

平詩 ; ⼟⾨

ーマとした詩

⼠についての詩

り、数年間、そ

わけではない。

和 62（1987）

著 
両親を殺され

⾏を積み、師匠

り、親の仇を

京本郷に⽣まれ

敗戦体験から

た。1955 年以

後⽂学史の記

著 ; 上・下
市に⽣まれた。

安岡嘉助は、

に上るが、志半

実感を⼤切にし

で、⽇本⽂学⼤

次兄と友⼈⾕

派歌⼈として

⼩説『鶴は病

した。多摩川

冒頭を⼀気に

れる『川』と

め、帙の裏⾯

を遺した世界的

⾨拳写真 ; 

詩を⽣涯書きつ

詩を発表し始

その地を中⼼

。昭和 18（

年、⽂化勲

れ運命が⼀変

匠から⼗三
しいさん

妹
めい

を追い詰めて

れ、東京帝国

ら得た滅亡の

以降、⻑編⼩

記念碑的作品と

下 ２冊 
。⼟佐の安岡

⽂久 2（18

半ばで刑死し

しながら臨場

⼤賞受賞。平

⾕崎潤⼀郎か

て出発。東京美

病みき』（193

川の岸辺で育

に書上げたあ

と、園⼦とい

⾯に、かの⼦筆

的芸術家。 

⾼村光太郎

つづけ、「蛙

始め、以後、

⼼に創作活動

1943）年に

勲章受章。 

変する。⽟鳳

妹
い
と名づけられ

てゆく。 

国⼤学中退。学

の観念を軸に

⼩説を中⼼に執

といわれる。

岡⼀族のルー

862）年、藩の

した。 

場感あふれる

平成 13（200

ら⽂学的影響

美術学校の画

36 年）を、川

育ったかの⼦

と、起承転結

う芸妓を描い

筆「観⾳経」

郎題字  
の詩⼈」とい

富⼠⼭は⼼平

に励んだので

17 篇をまと

鳳は復讐を誓

れた。⼗三妹

学⽣時代、左

、⼈間の存在

執筆し、代表

 

ツを求め、幕

の参政吉⽥東

語り⼝で、歴

01）年⽂化功

響を

画学

川端

は、

結を

いた

を

いわ

平の

で、

とめ

い、

妹は

左翼

在を

表作

幕末

東洋

歴史

功労



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

1957 年、歴

を購入。内

分野にわた

江戸中期に

伊能図、明

有意義なコ

地方図には

大黒屋光太

 

 

蘆
歴史地理学者

内容は、世界

たる。日本図で

に民間図の主

明治期の地形

コレクション

は、当該地域

太夫が将来し

田文庫

№14 幽
◆著者は、歌

去った⺟親の

戦争敗戦前後

といわれる。

がベストセラ

№15 夏
◆主⼈公は、

溺れる嫌悪の

殺戮という暗

を描く。本書

開⾼
かいこう

健
たけし

の名

本⼈が名乗っ

№16 「
◆荒涼たる世

⼥の⽣死を描

があると、翌

だから。他の

いるので、そ

場⼈物に語ら

がプリントさ

者として著名

図、北方図、

では、江戸時

主流をなした安

形図などが系統

とされてい

域ですでに失わ

た両半球写

庫 

霊 / 北杜
歌⼈斎藤茂吉

のイメージが

後の⾼校⽣の

。このほか、

ラーとなった

夏の闇 / 開
、ベトナム戦

の⽇々を送る

暗い世界の中

書は、⼈間性

名前を「書
か

い

ったこともあ

⾬
レイ

の
ン・

⽊
ツリー

」
世界と⼈間の

描いた⼩説。

翌⽇は昼すぎ

の⽊はすぐ乾

その葉に⽔滴

らせている。

されている。

な蘆田伊人
あ し だ こ れ と

が

、日本図、地

時代初期の行
ぎ

安永 8 年（1

統的に収集さ

る。 

われてしまっ

図や、リッチ

5 

杜夫著 
吉の次男で精

がふとよぎる

の胸によみが

船医の体験

た。 

開⾼健著 ; 
戦争で⾃分を

るが、ある朝

中で精神的混

性の本質をえ

た、書
か

けん」

あった。 

を聴く⼥た
の魂に⽔滴を

著者は、⾬

ぎまでその茂

乾いてしまう

滴をためこんで

⾒返しに、著

1994 年、ノ

が生涯かけて

地方図、町図

行基図
ょ う き ず

や国
くに

絵
え

1779）版の長

されており、

った貴重なも

チ系の楕円形

精神科医。昆⾍

る。美少⼥に寄

がえる。本書は

験をユーモラス

特装版  
を⾒失い、ひた

朝、⼥性と別れ

混迷に光を求め

えぐり、開⾼⽂

と変読みし

たち / ⼤江
を注ぐ「⾬の⽊

⾬の⽊（インド

茂りの全体から

のに、指の腹

でいられるの

著者の友⼈武
たけ

ノーベル⽂学

て収集した古

図、街道図、

絵図
ず

、元禄期の

長久保赤水『

日本地図成

ものが含まれ

形図などが所

⾍採集に熱中

寄せる思慕、

は、幼少年期の

スに描いた

たすら眠り、

れ戦場に回帰

め、絶望の淵

⽂学の最⾼傑

したのを気に⼊

江健三郎著
⽊」のイメー

ドボダイジュ

ら滴をしたた

腹くらいの⼩

のよ。頭がい

武満
けみつ

徹
とおる

が作曲

学賞受賞。 

古地図コレク

水路図、俯
ふ

の石川流宣
とものぶ

『日本
に ほ ん

輿地
よ ち

路
ろ

成立史を知る

れ、また世界

所蔵されてい

中する少年の⼼

過去の希望

の追憶を綴っ

『どくとるマ

貪欲に喰ら

帰する。徒労

淵にあえぐ現代

傑作といわれ

⼊って、「か

著 
ージに重ねて

ュ）について

たらせて、⾬を

⼩さな葉をび

い⽊でしょう

曲した「⾬の

クション約 2

俯瞰
ふ か ん

図など幅

『本 朝
ほんちょう

図鑑
ず か ん

綱
こ

路程
て い

全図
ぜ ん ず

』、 

る上で 

界図では、 

いる。 

⼼に、幼い⽇

と不安が、前
さ

った「⼼の神話

マンボウ航海

い、セックス

と倦怠、焦躁

代⼈の魂の救

る。或る読者

いこうけん」

、危機にある

「夜なかに驟
し

を降らせるよ

っしりとつけ

う」（P.15）と

樹」の楽譜原

2000 点

幅広い

綱目
こうもく

』、

⽇に

前
さき

の

話」

記』

スに

躁と

救済

者が

と

る男

驟⾬
ゅうう

よう 

けて

と登

原稿
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和 貴重

№17 番

◆いわゆる吉

年（1775）

初、つまり江

る者の便なら

れている。編

歴史、地理の

 

№18  安
あ

◆明和 2（1

（今の茨城県

明和 4（176

⺠が⾒聞した

⾚⽔（1717

多くの地図を
 
 
 
 

№19 満
◆清朝（愛新

る清王朝初期

軍事史を研究

書かれた⽂字

年に台北の国

№20 ⼆
◆1500 年の

科事典。⽇本

かけ、全国の

本美濃紙
ほ ん み の し

（岐

遺産に登録さ

重書 

番町絵図 / 

吉⽂字屋版は

までの間に

江⼾切絵図の

らしむ」と記

編者は狐阡瀬

の著作を残す

安南国
あんなんこく

漂流

1765）年 11

県）の沖合で

67）年 7 ⽉南

たことを、⻑

7〜1801）は

を製作した。

満⽂原檔 / 
新覚羅⽒）の

期の編年体歴

究する上で重

字は満⽂を主

国⽴故宮博物

〇〇〇年紀
の時空を超え

本全国の和紙

の和紙職⼈の

岐⾩県美濃市

されたことは

6 

狐阡瀬貞雄

は最初期の刊

8 図のみが刊

の最初の刊⾏

記され、武家屋

瀬貞雄。瀬名
せ な

貞
さ

す。もう⼀⼈

流物語  [書

1 ⽉、⽔⼾藩

で難破した。

南京船で⻑崎

⻑崎まで引き取

は江⼾時代の

 

馮明珠主編
の創始者ヌル

歴史資料。160

重要な⽂献。

主とするが、

物院から出版

紀和紙総鑑
えて伝承され

紙 1000 点余

の協⼒で完成

市）、細川紙
ほ そ か わ し

は、⽇本の誇

雄 

刊⾏江⼾切絵図

刊⾏され、そ

⾏図である。序

屋敷を探すた

貞
さだ

雄
お
（1716〜

⼈の編者鼇峰依
ご う ほ う

書写者不明]

藩領の姫宮丸は

南シナ海を漂

崎に帰着、12

取りに⾏った

の代表的な地理

編 ; 陳⿓貴
ルハチ（太祖）

07 年から約

満⽂と漢⽂が

されたが、す

鑑 : ⽇本の
れ、いま世界的

余を収録し、限

した。2014

（埼⽟県⼩川

誇りでもある。

図で、宝暦 5

その後中断した

序には、「審ら

ために切絵図が

〜1796）は江

依爲質
う い い し つ

につい

 

は銚⼦浦から

漂流して安南

2 ⽉ようやく

た⻑久保
な が く ぼ

⾚⽔
せきすい

理学者、『改正

貴 
から次の皇

30 年間の歴

が対訳された

すでに品切れ

⼼ ;⼿漉き
的に注⽬され

限定 800 部で

年 11 ⽉、⽯
せき

川町、東秩⽗

。 

（表紙図柄 

5 年（1755）

た。本図はそ

らかに姓⽒を

が製作された

江⼾幕府の旗本

いては、不明

ら帰りの航海

南（ベトナム

帰郷した。本

⽔
い
がまとめたも

正⽇本輿地路

皇帝ホンタイ

歴史を記述し、

たページもみ

れ状態になって

き編 資料編
れる⼿漉き和紙

で出版。10 年

⽯ 州
きしゅう

半紙
ば ん し

（島

⽗村）が、ユネ

「綴合於伝仮

から安永 4

そのうちの最

を録し...尋ね

たことが⽰さ

本で、故実、

。 

海中、常陸
ひ た ち

国
のくに

ム）に漂着し、

本書は、漂流

もの。⻑久保

路程全図』等

ジ（太宗）に

、清代の政治

みられる。20

ているという

編 
紙に関する⼤

年の制作期間

島根県浜⽥市

ネスコ無形⽂

仮名書」より

4

最

ね

さ

に

流

保

等

に⾄

史、

005

う。 

⼤百

間を

）、

⽂化

り） 

 


